
 

（第２号様式）   
令和８年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横須賀高等学校長（全日制）  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月21日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①教科学習と課題研究
の相乗効果による「知の
循環」を恒常的なものに
するために、調和のとれ
た学習機会と環境を提供
する。 
②「主体的・対話的で深
い学び」を恒常的なもの
とし、生徒の資質・能力の
伸長につなげるために、
組織的な授業改善に取り
組むとともに、指導と評価
の在り方についての更な
る研究をする。 

①指定校事業である
SSH、STEAM 教育及び
学力向上進学重点校とし
ての各取組を推進し、そ
の相乗効果により「知の
活性化」の促進と、論理
的思考力や科学的思考
力を伸長する。 
②組織的授業改善に加
え、プロセス評価を重視
し、成果の可視化やフィ
ードバック等により、生徒
の課題研究力を高める取
組をすすめる。 
②多角的な評価を実践
し、充実した指導につな
げる。 

①実験、観察、ディベ
ート、グループワーク、
プレゼンテーション等
の学習活動を積極的に
取り入れ、生徒の主体
性と課題研究力の更な
る向上を図る。 
②課題研究において、
分析・考察・表現等のプ
ロセスを評価に取り入
れ、フィードバックする
サイクルを職場全体で
実践する。 
②教科横断的な授業実
践と評価に加え、生徒
相互、専門家、企業等
の評価を指導につなげ
る。 

①各教科で生徒の主
体性と課題研究力を高
める活動を取り入れるこ
とができたか。また、そ
の結果生徒の論理的思
考力や科学的思考力
の向上がみられたか。 
②成果だけの評価では
なく、課題研究全体の
評価を行い、適切なフ
ィードバックを実践でき
たか。 
②生徒の深い学びに
つながる指導と評価を
実践できたか。また、
「生徒による授業評価」
「リフレクションシート」
等に授業改善の成果が
見られたか。 

➀STEAM 教育実践により
教科横断的授業を実施す
ることができた。また、
職員全員による事後研修
を行い、授業力向上に繋
がる学びとなった。 
➀プレゼンテーションや
ディベート等の活動を各
教科で取り入れた結果、
論理的に根拠を説明でき
る生徒が増え、外部発表
会等でも成果を収めた。 
②分析・考察・表現等のプ
ロセスを評価に取り入れる
ことができた。 
②専門家、企業等の評価
を指導につなげることがで
きた。 

➀教員間の STEAM 教育の
目的について、共通認識
を深めていくことで、よ
り充実した実践となるた
め、事前研修の重要性を
改めて確認する。 
➀外部発表の機会が増
え、課題研究意欲が高ま
っている状況を捉え指導
を継続する。 
➁Principia での課題研
究ではフィードバックする
サイクルを確立している
が、全教科で実践すること
に課題が残る。 
➁生徒相互の評価を行う
機会を増やすことが必要
である。 

〇本校の熱心な取組
をマスコミ等を利用
してもっと発信して
はどうか。Ⅲ期では
地域への発信を意識
してほしい。 
〇教科Principiaの学
習活動をもっと中学
生にも伝えてほし
い。探究的学習活動
の魅力をもっとアピ
ールした方がよい。 

①STEAM 教育や教科横断
授業を具現化し、職員研
修を通じて組織的な授業
改善を推進できた。 
①各教科の対話的学習活
動により、生徒の論理的
思考力が向上し、外部発
表における成果につなが
った 
②Principia で確立した
評価サイクルを全教科へ
波及させるとともに、生
徒相互の評価機会を拡充
することが課題である。 

①STEAM教育の目的共有
を重視した事前研修を
強化し、教員間の共通
認識をより一層深め
る。 
①Principiaの評価につ
いて、その成果を汎用
的な指標として整備
し、全教科でのプロセ
ス評価実践を支援す
る。 
②リフレクションシー
ト等を活用した評価の
場を設け、自らの学び
を客観視し改善し続け
る自律的な学習態度の
育成に注力する。 

 

（幼児・児
童・） 
生徒指導・
支援 

①特別活動や部活動の
活性化や充実を図るとと
もに、生徒が学校生活に
主体的に取り組むこと
で、校訓「自主自律」の精
神を育むことができるよう
支援する。 
②教育相談について、校
内の情報共有が迅速か
つ確実に行われるような
体制を構築するとともに、
ＳＣ・ＳＳＷや外部機関と
の連携を強化し、生徒一
人ひとりに応じた支援を
行う。 

①体育祭・県横祭（文化
発表会）等の学校行事や
部活動について、生徒の
主体的な取組を支援し、
生徒の企画力・指導力や
他者を尊重する姿勢を育
む。 
②問題を抱える生徒に
ついて迅速な情報共有
を行い、適切な支援体制
を構築する。 

①６月に移動実施され
る体育祭、及び10月に
新規実施される県横祭
について、生徒主体の
行事となるよう生徒のア
イディアを尊重しながら
支援する。 
②教育相談コーディネ
ーター、養護教諭およ
びＳＣ・ＳＳＷ等による定
期的なコア会議を開催
し、密な情報共有を維
持する。 

①各行事について実
行委員生徒が主体とな
って企画・実施をするこ
とができたか。 
①本年度の行事にお
ける成果及び次年度に
向けた課題を関係生徒
が振り返り、共有できた
か。 
②コア会議によって情
報共有が迅速かつ適
切に行われたか。 
②問題を抱える生徒に
十分な支援ができた
か。 

①各行事について、実行
委員生徒が主体となり企
画・実施をすることがで
きた。 
 
 
②各学年の情報共有を定
期的に行い、迅速で適切
な支援を行えるような体
制を維持できた。 
②必要に応じてケース会
議を行い、問題を抱える
生徒の学習を支援する体
制を構築できた。 

①10 月の県横祭について
は部活動や有志団体によ
って参加の度合いに差が
生じた。 
今後、行事の意義・目的
や実施の時期・形態も含
めた検討が必要である。 
②様々な理由で登校が難
しい生徒についてケース
会議を適切に行い、情報
共有や多様な学習支援に
つなげることができた。 

〇中学生の部活動体
験などは、今後も継
続していってほし
い。 
〇以前は、部活動の
生徒が小学校前であ
いさつ運動を行って
いた時もあった。高
校生だけでなく地域
の子どもたちにもマ
ナーなどを育むよい
場面であったと思
う。この取組は、過
去の運営協議会で検
討した結果であった
と思うので、復活に
期待したい。 

①体育祭においては、生
徒の自主性を尊重する形
で実施することができ
た。 
大きな行事が６月に移動
したことにより、改めて
年間を通した学校行事の
組み立てを構築する必要
がある。行事の意義・目
的も含め検討する時期に
来ている。 
②必要に応じてケース会
議を行い、登校が難しい
生徒への細やかな支援を
行った。 

①年間行事計画につい
て見直しを図り、生徒
の成長段階や進路希望
の実現などとの関連性
も考慮しながら検討す
る。 
②登校に困難を抱える
生徒の多様性に対応す
るため、教育相談体制
の一層の充実化を図
る。 
 

３ 
進路指導・
支援 

①生徒がライフキャリア
の視点に基づく進路希望
を持ち、それを実現させ
る力を全教育活動にお
いて育成できるよう進路
指導・支援の体制を築く。
また、生徒の主体的な取
り組みを支援し、進学実
績の向上を図り、学力向
上進学重点校の指定を
目指す。 
②生徒の進路希望実現
を援助するため、社会の
動きに即してあらゆる面
で環境を整える。 

①入学当初より、高い進
学意識と高い進路希望を
抱き、その実現に向けて
主体的に取り組む態度を
育成し、その目標実現に
向けて教員が高い指導
力をもって取り組む環境
を整える。 

①「未来ナビ」、「イマナ
ビ」などのキャリア教育
を通して、生徒が高い
志望を持ち、維持する
ことに役立てる。 
①各教科で難関大学
入試問題研究を行うな
ど、生徒の希望進路実
現の支えとなる教科指
導力を培うとともに、教
員対象の進学指導研修
会等を実施し、教員の
キャリア教育への意識
を高める。 

①学年進路集会が複
数実施できたか。「未来
ナビ」と「イマナビ」、第
一志望宣言の実施によ
り、生徒の進路に対す
る見識が深まったか。 
①難関大学志望者対
象の課外講習が各教科
で実施されたか。 
①難関大学受験者数
が増加したか。進学実
績が向上したか。 

①各学年で時期に応じた
学年進路集会を複数回実
施できた。「未来ナビ」
「イマナビ」、第一志望
宣言実施等を通して、生
徒の進路に向けての見識
を深め、高い目標を維持
することに役立てた。 
②夏期講習を中心に各教
科で難関大学対応の講座
が開設され、低学年から
も希望者が参加した。難
関大学対応の講座を開設
することで、教員の教科
指導力が向上した。 

①学年進路主体の進路活
動として十分機能してい
るが、３年間を見通した
進路指導計画として練り
直し、洗練させる余地が
ある。 
②各教科が夏期講習で難
関大学向けの指導を展開
したことは今年度の新機
軸であるが、それに加え
て、難関大学志望者向け
の通年の補習が数学、英
語、理科で見られるよう
になった。さらに拡大し
ていきたい。 

〇教職員の指導力向
上の意識を高めてほ
しい。生徒の精神は
育まれていると思う
ので、さらに火をつ
けてほしい。 
〇“未来ナビ”な
ど、生徒のキャリア
教育につながるよう
な取組は評価でき
る。今後も継続して
ほしい。 

①高校３年間を見通し、
各学年の進路目標と目指
したい生徒像を念頭に、
キャリア教育を検討する
ことが課題である。 
②難関国立大学の合格者
７名を含め、国公立大学
合格者が69名となり、国
公立大学に進学する生徒
の割合が 25％を超えるな
ど進路実績が向上した。
難関校を目指す生徒の指
導を継続することでし、
教員間に受験指導のノウ
ハウが蓄積されている。 

①高校生活３年間を見
通した進路指導計画で
あるYokoko Bridgeをも
とに模擬試験受験計画
を作成した。基礎力診
断となるスタディサポ
ートの３年生での実施
について、業者テスト
ではなく、教員が生徒
の実態に合わせて作成
したテストを課し、そ
の成績データを蓄積す
ることで、受験指導に
役立てていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月21日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等との
協働 

①探究活動を通して得た
知見を、社会に発信した
り、近隣の小中高等学校
と共に探究活動を行う等
して、科学の普及や地域
活性化に繋げる。 
②コミュニティスクールを
活用した地域との連携を
より一層深めるとともに、
開かれた学校づくりを継
続して推進する。 

①本校の探究活動の成
果を外部に発信する場
面を工夫し、地域の活性
化に繋げる。また、地域
の学校の探究活動が発
展していけるような工夫
をしていく。 
②生徒・保護者や近隣住
民と連携した活動を 実
践し、家庭・地域の教育
力を本校の教育活動・地
域貢献につなげる。 

①探究活動への取組
やその成果を外部に発
信する。 
①地域の学校が探究
成果を発表したり、参加
できる機会を作ってい
く。 
②地域の祭事、防災訓
練等への生徒会活動と
しての参加や年間計画
への位置付けなどの方
策を検討し、実践につ
なげる。 
②ボランティアバンクを
中心とし、家庭・地域へ
のボランティア活動の
活性化を図る。 

①探究活動への取り組
みやその成果を外部に
発信したり、他校が発
表する機会等を効果的
に設定できたか。 
②生徒の地域活動へ
の参加の機会をとら
え、計画的に参加させ
ることができたか。 
②PTA、同窓会を核と
したボランティア活動を
活性化することができ
たか。 

①SSH NEWSを年間30号以
上作成し、HP 等で公表す
ることで、探究活動や課
題研究を通して得た知見
を地域へ発信することが
出来た。 
 
①科学技術コンテストに
９名が参加した。 
②地域の社会福祉協議会
主催の文化発表会への参
加など、例年参加してい
る行事には参加すること
ができた。 

①SSH NEWS を相当数発行
することが出来たので、
今後は、地域へ公開する
イベントの案内を掲載す
るなど、より一層地域へ
の発信を進めていく。 
①参加する科学技術コン
コンテストに偏りがある
ため、様々な分野に挑戦
する土壌を作っていく必
要がある。 
②地域の防災訓練には職
員の視察のみにとどまっ
た。今後は参加を検討し
ていきたい。 

〇小・中学校との交
流などは大変評価で
きる。私学では、中
高のつながりを重視
した取組をすすめて
いるところもある。
Ⅲ期では地域への発
信を意識してほし
い。 
〇高校生になると学
校での出来事などを
保護者に話す生徒も
少なくなる。保護者
や中学校の先生が日
頃の学習活動の様子
をみることできる場
面を競ってしてはど
うか。 
〇地域の防災訓練へ
の協力をすすめてい
ただけるとありがた
い。 

①年 35号の SSH NEWS発
行やコンテスト挑戦、地
域行事参画を通じ、探究
成果の広範な外部発信を
実現した。 
 
②発信内容の工夫による
地域との双方向性の強化
や、挑戦するコンテスト
分野の多様化と参加者数
の増加が課題である。 
 

①SSH NEWS に地域公開
イベントの案内を掲載
し発信力を高めるとと
もに、多様な科学分野
への挑戦を促す指導体
制を構築する。 
 
①部活動や授業と連動
してアナウンスを行う
ことで、科学技術コン
テスト参加数の増加を
図る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校ホームページの
全体構成や内容を見直
し、外部への情報発信の
強化に努める。特に部活
動や学校行事、ＳＳＨ事
業の情報発信の充実を
図る。 
②広報活動に関わる生
徒の継続的な活動を支
援し、生徒目線による学
校の魅力を外部に発信
する。 
③教職員のワークライフ
バランスを充実させ、心
身ともに 健康で、心にゆ
とりを持てるような働き方
の改革をすすめる。 
 
④教育環境の整備や施
設の老朽化対策整備を
行う。 

①学校ホームページの
更新頻度をさらに高め
る。特に、部活動紹介ペ
ージにおいて、日々の活
動を紹介するなど、より充
実させる。 
②広報タスクフォースの
継続的な活動支援を通じ
て、生徒主体の広報活動
をより充実させていく。 
③Teamsの活用などを通
して、会議時間の削減や
密な情報共有を実現し、
働き方改革に結びつけ
る。 
④教室整備や清掃活動
等における課題を整理
し、適切な教育環境のあ
り方について共有化し、
その実践につなげる。 

①定型フォーマットを
作成するなどして日々
の部活動を紹介しやす
い環境を整え、こまめ
な情報発信につなげ
る。 
②若手職員を担当職員
に加え、より生徒目線
での活動を支援する。 
③各組織において 
Teamsの活用をすすめ
る。 
④清掃用具等の点検・
整備等により校内美化
活動を活性化し、生徒
の愛校心につなげる。 

①部活動の紹介記事
の更新回数が増加する
など、本校の魅力をより
発信するホームページ
となったか。 
②学校説明会等の広
報活動に工夫・改善を
加え、より本校の魅力を
伝える広報活動が展開
できたか。 
③会議時間の削減な
ど、校務の効率化がす
すんだか。 
④生徒の愛校心を育む
ような教育環境の整備
がすすんだか。 

①ほぼ全ての部活動の紹
介を掲載することができ
た。さらに複数の部活動
が年度途中に更新を行っ
たことで学校HPの充実化
が図られた。      
②若手職員による指導に
より、生徒の目線に近い
広報活動が一層充実し
た。また、想定以上に説
明の機会が前年度よりも
増え、本校の魅力発信が
促進された。 
③Teamsの Chat機能を活
用し会議削減が進んだ。
また、会議のペーパーレ
ス化も推進された。 
 

①年に 1 回の更新しか行
われていない部活動もあ
ったので、更新機会を増
やす点が課題である。 
②昨今動画視聴が主流な
情報取得の媒体となって
いるが、生徒による動画
作成が難しい場合もあり
継承が課題。 
③Teams 活用による業務
効率化はほぼ完遂し、あ
とは職員の意識付けであ
るため、別の視点での働
き方改革が必要と考えら
れる。 

〇学校ホームぺージ
のこまめな更新は。
評価できる。 
〇社会的な流れであ
る働き方改革にも、
継続して取り組んで
いってほしい。 

①学校ホームページのこ
まめな更新を行うととも
に、より更新がスムーズ
にいくように定型フォー
マットを作成するなど、
だれもが更新しやすい環
境を整えた。 
③Teams をはじめ、百問
繚乱、すぐーるなどのア
プリを活用して、校務の
効率化を図ることができ
た。 

①今後も学校ホームペ
ージのこまめな更新に
努めるとともに、より
魅力的なホームページ
となるよう検討を続け
て、実践する。 
③各アプリの活用につ
いて精査し、校務の効
率化につなげるととも
に、働き方改革の視点
にたって、その他の校
務についても見直しを
すすめる。 

 


